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石田 浩 著 第2:3収

『中国農村の歴史と経済

農村変革の記録 』

関西大学出版部 1991り'. xx +658ページ

(4 • 藤 宏

本甚ば著者か1984年から89年にかけて精｝］的に展間

してきた中国農村の実地調任を集大成した成果てある。

以ドに章けlj構成を掲けるか．繁雑になるのを避けるた

め凋．任報告を収める第 1部から第 4部（第 1,?～第20

収）まてについては、調脊地点（たたし県・巾まてと

し，郷・村名は省く）を出すのみとし，章の題名は省

略する。なお第11, 12, 19, 20の各章は中川睦f氏と

の共l,ij執筆である。

Ii'，収 l|収l農付社会経済構造研究の、意jKと諜也

弟 li'祁 束北農付の分析

県龍江省樺川県（箱 li位）， 1IIl省チチハル 1|I(i’) 2 

I.ft)．，片林省龍井県（第 3収）．遼寧省浦陽Iii（泊

4収）。

第 2if|； 華北農付の分析

泊［北省昌黎県（第 5収）， 1lij省届城県（弟 5位）．

Inj省槃城県（第 5,6収）．山束省歴城県（第 61';t)． 

Ilij省ほ邸県（第 7位），河南省鄭州巾・（第 8.9章）

第 3ifI： 華中農村の分析

、女＇徽省鳳陽県（第 10. ll. 12 1';t)．il：蘇省J（安県

（第13r;t), |nj省常熟lli（第 14位）． 1：曲l|JI•悔県

（第15章）。

第 4部椎,ti農付U)分析

福建省泉ヽ ト[,h|i（第16収）， 1nl省アモイ rli（第17り'i:).

|nl省晋江県（第18, 19, 2011)。

第 5it/I 中国社会i：投建没と農村変吊

窮21収中[ls]農業の現状と1lil辿、1,'.i

ー農付の変吊と発展戦略—-

中国の農付 1：業化と農村経済U)課也窮22収

中国社会 t義の虚像と実像

―-/lll1tiと農村の9盾ー

終咽 中国社会i：義建設と農村変 rヽ，
I．．品の章別構成から明らかなように，本内の最大の

特徴は束北から羊南に及ふ広範な農村の調牡叫録をま

とめた、点にある。比較的短期間のうちに数多くの農村

を歩き資料を収集された{iltl, 中IH両氏の1}｝l拓者的努

｝）に，深く敬怠を表したい。本内のなかには，人民共

和国建国後における中国製村の歴史過程の多様性を小

す事例が数多く叫録されている。たとえばl：地改吊11.If

(})|：地分配において非農業従'li者に 1：地か分配されな

かった 1i例 (423ペーシ，福建省泉朴l巾束海郷灯屋村），

あるいは文化大弔命中も/i{lj業， fl．．業， i消業等の多角

経営かそれ以前とさほど変わることなく行なわれ，ま

た1’Hlll|i場も {f紬してし寸こ巾例 (427ヘーシ， 19,J前），

さらにまた農業集団化の過程におし臼て，初級合作社段

閉てすてに 1：地・農具に対する分配か廃止されていた

'll例 (ll3ヘーシ，福建省アモイ lfi禾lll郷朕塘村）な

とてある。農村調壺経験の浅い評者に， 600ページ以

,.に及ふk戸iU)すべての内容を検吋する）］情はない。

また紙輻も限られているのてここでは本淋令体を通じ

ての印象と杓 Iu）疑間、点をあけるだけにとどめさるを

えなし、

II 

『アジア経済』 XXXIII-90992. 9) 

本内に 4'［する衿れ独特の分析枠糾は「1話共,,i]休」

てある。それはすでに前著『中国農村社会経済構造の

研究』（如＇（翡 /Jj 1986年）において捉起されたもの

叫り現である。ここでその要点を簡胆こまとめておこ

う (If”章，終Iit)。

(l) ll叫農村におしヽて 1：地Iifr1iにl,L礎をおく 「村洛

共 Iiilf本」か{i在しなし＼こと，その・ •Jjて村落単位の1狙

固な社会的鮎合か観察されること，こ!})2つを統→的

に即航するための分析枠組として，人的結合（人と人

とのネットワーク）を基盤とする「生活共詞体」を似

定するそれは農村社会の枯9氏をなすものてある。

121 1'!話共,,ij休」はは本的に付洛（日然村）で必

糾する たたしそれは地域的概念ではなし、。ある特込.

の地域とし，．）―外枠かまず{f在してはじめてf|．会構成
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員が規定される」 u)ではなく，逆に「最切に人が存在

し，それら U)人々を含む（人的結合）の集団が表象と

して顕在化」するものである。

(3) 「牛活共同体」における人的結合の原理は，第

lに血縁＝同族原理（同族村の場合）であり，第 2に

地縁＝同郷原坪（雑姓村の場合）てある。また派生的

屈リ理として擬制的血縁関係，業縁（同業者相互0)つな

かり），また学縁（同学）なともある。

14) 「牛活共同体」は「物的生産力の低さと外圧」

のなかで農民か生存を維持するための装間であり，農

民の再生産や生活（農業生産｀水利，互助金融，婚姻

・葬祭等）を維持し保障する役割を果たしていた。

本内を貫く著者の問題関心は，中華人民共和国建国

後（以下，建国後と表叫）の農村における制度変革に

よって，果たして村落に基礎を附く在来0) 「生活共Idl

体」が解体されたのか否か，を解明することにある。

著者の結論は，「建国40年間の社会t義建設において，

解放前に存在した『生活共同体』は基本的に存続して

きた~ (643ヘージ）というものである。その理由とし

て著者は以下の 2、点をあける。第 1に「 Lからの」製

業集団化を短期間のうちに達成するために，中国共序

党か「生活共Ilil体」を破壊することなく，逆にそれを

糾団農業の基府単位として利用したことてある。著者

によれは，「解放前の自然村は解体されることなく，

社会t．義改造の基礎ーとなり，「解放前の自然村は解

放後も連綿と存続し，発展してきた」 (638~639ペー

ジ）。第 2の要因は農民が何らかの集団的な生活防衛

・保障0)ための装置を必要とする経済的，政治的環境

が建国後も存在したことである。農産物調達や農村労

働力の動員，さらにはさまざまな政治運動なと，農村

にたいして国家の強い圧力が加えられたこと，また農

村の生活水準か停滞的であったことにより，農民か

集団的防衛装府を必要とする条件（「物的生産力の低

さと外圧」）は建国後も依然存在したこと， このため

「解放後の村洛は，解放前と詞様に村民にとって『連

命共I[il体』的性格を持った」 (636ページ）ことが臼k

される。

III 

著者0) 「牛活共同体」仮説の要点は以上てある。以

下，本害で展開されている範囲内で―生活共同体」仮

説にかんする若干の疑問点をあけておきたい。

第 1に，「生活共同体」の結合原理と機能について

具体的な分析か必ずしもなされていない、点である。

著者は，建国後の「生活共同体」は，第 1に「上級機

関にたいする村の独自性」において，第 2に村内ての

「村民間の相吐依存関係」において見いだされるとし，

調在のなかで観察された具体的事例をあけている (637

~6:38ページ）。

前者の事例は、村ぐるみでの耕地面積，作物収穫鼠

のごまかし，上から降りてきた政策にたいする面従腹

背，村営企業発展のための賄賂・脱税行為などであり，

また後者の事例は村幹部の同族や友人にたいする身び

いき，村民間の食糧・金銭貸借，生産面の利助や生活

上の相万扶助などてある。しかしこうした個別具休的

事実を「牛活共詞体」に集約させる論理が必ずしも明

確にポされておらす，観察事実と仮説が論理的媒介

項なしに直結されているような印象を受ける。たとえ

ば村幹部の身内びいきと村落を単位とする「生活共同

体」 0)論理はとう結びつくのであろうか。また村民間

の個別具体的な相li依存的関係の集積範囲が村落てあ

るとしても，それを「生活共同体」として括る論理は

何であろうか。たしかに著者は村落の基本的な人的結

合原理として同郷・同族という 2つの原理を提ホされ

ていかしかしそれも同族村＝同族原理，雑姓村＝同

郷原理という，やや形式的な地域類型的二分法に傾い

ているように思われる C 本書に盛り込まれた具体的事

例がきわめて豊富なだけに，かえって t記のようなニ

分法では十分説明しえない事実が多いのではないかと

いう疑問が浮かぶ。

たとえは中生勝芙氏は山東省の調在から，宗族の財

政的基盤が弱かったことにより表面上宗族が組織化さ

れていない華北農村においても，同族結合は潜在的に

強靱てあり，建国後の村落政治において村内派閥形成

の結束力となったと論じているが(ii:!1, こうした指摘

は， どう理解されるのであろうか(
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第 2に村落と「生活共同体」の関係についてである

か，著者のいう「生活共同体」とは固打の人的結合原

理が機能する集団（組織）を意味し，原理的には地域

的枠組を前提としない。それゆえ都市における社会

集団の分析にも有効であるとされる（粋者は建国後経

済建設の比祖が都rliに移るにつれて，農村の集団構成

原理も都市社会に移行したと論している），，しかし農

村に限定した場合―生活共詞体」は実質上付落を基礎

とする地域的概念として取り扱われている。調在報告

の多くも建国rlio)村落の枠組か，建国後も維持された

事実を明らかにすることに項I,J,iか置かれ，それか「生

活共同体」仮況を立，i止するものとみなされているよう

てあなこの場合の付落は基本的に自然村を意味し

ている。しかし著者はその一方て，江蘇省常熟市の調

査報告においては，経済改革後，行政村レヘルの郷鎖

企業の発展と農地の個人への分配の結果，「自然村は

社会経済的にも燦観的にも把握か困難ーとなり，他方

「集団経済における行政村としての怠義は大きくなっ

ている」と述べる (377ヘージ）。また終章ては経済改

革後の「生活共lnl体」の意義を郷鎖企業の展開と結ひ

つけた議論が展開されているか，そこては「郷鎖企業

が発展すれはするほど集団経済は強化され，農家経済

の発展は農村経済の発展と粘ひ付けられ，農民の村に

対する依{f度はより大きくなり，『生活共'"]体』として

の村の統合機能は強化された」 (640ヘーシ）と述べる，：

ここではし)わゆる「蘇南モテル」か想定されているか，

この場合の村とは行政村ということになる 3 これは華

中沿海の先進地域においてはり生活共Iii)1本」か自然付

から行政村に拡大したという議論なのてあろうか。

「自然村」対「行政村」という村落論を展開するうえ

ての基本的な概念と「生活共同体」仮品の関係につい

て，集団農業解体後の基層行政単位の政治的・経済的

機能0)地域的差異をふまえたより詳細な議論があれは，

著者の仮説かより明確になったのではないかIii.2 10 

外部から政治的，経済的圧力か加えられたとき「生

活共同体」はもっともよくその姿をあらわすと者えら

れる。つまり建国後における国家と村落の関係の検討

が重要ということになり，そのさい著者か終章で指摘

するように「村幹部」の行動様式の分析か大きな鍵と

なろう。しかし本書ては村幹部の一般的性格（国家権

書評

カの代理人と「生活共同体」の代表という 2つの側面

を併せ持った仔在であること）が示されるにとどまっ

ている。次の著作て既存の関連研究をふまえたより，洋

細な分析が展開されることに期待したいIii':!I 0 

第3に，今日における「牛活共同体」の役割につい

て。著者は終章の末尾において，国家が農村にたいす

る強権発動を抑え，「 1：からの圧｝］」を減少させれは，

村民自身の「内発的変革の可能性に道を開く」ことに

なると論じる。しかし内発発展が具体的に何を意味す

るのか明らかてはない。この場合「生活共同体」が内

発的変革0)t体であると想定されているのであろうか。

苫者は他}jて，郷鎮企業には「村の企業」てあるがゆ

えに「付経済に縛られ，村という一定の社会的拘束か

ら逸脱」できないという限界があり，長期的発展のた

めには「村の企業」から脱却しなければならないと論

じているが (599~601ページ），こうした指摘と内発

的変革をめぐる議論はどう関連するのであろうか（な

お第22収や終章0)郷鎖企業をめくる議論は「蘇南モデ

ルJ しこ傾き，郷鎮企業の形態の地域的多様性にたいす

る配慮がやや不足しているように思われる (il:11。これ

は郷鎮企業と村落を基礎とする「牛活共,,ij体」とを結

ひつけるための論理展開になっているためてあろう。

第18竜では「晋i［モデル」が取り扱われているが，郷

鎮企業にかんする結論的議論てはこうした豊富な調脊

事例か 1•分反映されていないように感じられる）。

以 l:，本書のキーワードてある「牛活共同体」仮説

について雑駁な感想を述べた。本書は建国後の「生活

共Iii]体」分析0)ための「中間報告」と位置づけられて

おり，「生活共同体」仮説の詳細な理論化は今後の課

題として残されている。著者の仮況の全面的な検討は

本来次著を待って行なわれるべきであろう。

いずれにせよ1980年代という中国農村にとっての大

きな転換，点に，歴史的視野を持つ研究者によって，広

範な調脊記録がまとめられたことの意義は大きい。本

書は現在および将来の研究者が，多様な関心から繰り

返し参照し，その度に新たな事実と問題を発見する基

本文献となっていくものと思われる。本書に続く著作

において，「生活共同体」仮，；かのより詳細な展開かな

されることを心から期待したい。
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（注 l) 中＇t．勝芙『中国村落の権力構造と社会変化』

アジア政経学会 1990年第4戊

（注 2) なお厳袴平は華中沿海先進地域の分析から．

郷（鎖）か現段階の農村経済における基本的な単位であ

ると(})仮品（「郷域経済」）を提出している（厳善平「1本

制改吊以後の中国農村のミクロ経済システム」〔『アシア

研究』第37巻第 2け 1991年 3月〕） C

(ii:3) たとえは政治経済学的視角からの研究として

農産物調達をめくる国家と村落U)関係および村幹部を核

とする村内政治についてパトロン クライアントモデル

の応用を試みた Oi,Jean C., State and Peasant in Con・ 

temporary China: The Political Economy of Village Gov. 

88 

ernment,,ゞ ークレー． University of California Press, 

1989年また人類学研究として華南の一農村における国

家 農民関係の長期的変化を描き出した Siu, Helen F., 

Agents and Victims in South China: Accomplice.、.il 

Rural Revolution,ニューヘブン， YaleUniversity Press, 

1989年．などにつしべての．片者の評価を知りたいと息う，

（注 4) 郷・村地域社会と郷鎮企業の関係の地域的多

様性と共通性を教えてくれる研究として． Byrd,William: 

Lin Qingsong, China's Rural Industry: Structure, Devel-

opment, and Reform,ワシントン D.C., World Bank. 

Bank, 1990年がある。

（一橋大学専任講師）
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